
 

 
 

 

 
株式会社マウスコンピューター（代表取締役社長︓小松永門、本社︓東京都千代田区、以下マウスコンピュータ

ー）は、従業員の働きやすさと生産性の向上に取り組むことを重要な経営課題と位置づけており、人事制度・福利厚
生・教育/研修などの観点から制度の導入や取り組みを行なってまいりました。 
今年 4月に発表した創業 30周年施策「新しいこと、マウスから。」の一環として、これまでの取り組みに加え、新し

く下記の導入を発表いたします。 
今後も社内環境の改善に努め、従業員一人ひとりの活躍を支援してまいります。 

 

■【人事制度】柔軟な勤務制度から選択可能 

昨今、介護や子育てによる離職や、感染症予防による通勤時の混雑回避、業務内容による月内での繁閑調整な
ど、1日の勤務時間を固定する必要性が低下し、個人の事情に応じた働き方が求められています。今回新しく導入す
る新人事制度により、社員のモチベーション向上や、自己研鑽の機会の確保など、柔軟な働き方を選択できることによ
る仕事や家庭の両立支援を目的としております。 
 
新規制度 
・「フレックスタイム制度」  
・「週休 3日制」（「フレックスタイム制度」との併用時、適用可） 
・「時間単位の有給取得制度」 
 ※拠点により対象部門は異なります。 
 

■【人事制度】新規評価指標の導入により、可視化しにくい特性も明確に 

新しく導入する「コンピテンシー制度」とは、職種・役割毎に設定されたコンピテンシー（ハイパフォーマーに共通した行
動特性）を踏まえて、従業員それぞれが普段意識していることや、行動変移を評価するものになります。コンピテンシー
を導入することにより、可視化されやすい「知識」「行動」「技能」だけでなく、可視化しにくい「性格」「動機」「価値観」な
どの要素を可視化することができますので、従業員の特性を把握することが可能になります。 
また、コンピテンシー項目があることで、「従業員に期待していることの明確化」が行え、「従業員一人一人の成長」や

「生産性の向上」が期待できます。 
 
新規制度 
・「コンピテンシー制度」  

情報解禁日時：10月 2日（月）11：00以降 
News Release 株式会社マウスコンピューター 
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■【教育/研修制度】従業員の成長を会社全体でバックアップ 

従業員が成長出来る環境を大切にしており、現在はスキルアップに向けた外部研修費への補助金や職位別での研
修、役員が講師となって行う公開講座などを行っております。新卒・中途入社社員に向けては、「バディ制度」を導入す
ることといたしました。一定期間、先輩社員が新入社員と二人一組になり、社内ルールや職務指導などをすることによ
り、円滑に業務を行えるようになります。 
 
新規制度 
・「バディ制度」 
 
 

■【福利厚生】従業員の健康増進および維持を重要視 

 従業員の健康増進及び維持のために、健康促進補助を拡充いたします。従業員が定期的に運動するきっかけや生
活習慣病などの病気予防ができることを目的としています。 
 
健康促進補助例 
・インフルエンザ予防接種の家族分補助 
・健康診断費用/オプション補助 
※その他にも多数事項があり、今後も拡充予定 

 
 
 
 
創業 30周年施策「新しいこと、マウスから。」 ～30 を超える新しいことを実現～ 
https://www.mouse-jp.co.jp/store/anniversary/mousecomputer/30th.aspx 
  ※実施企画につきましては、随時、WEB を更新してまいります。 
  ※公開期間︓2023年 4月 12日（水）11︓00～2024年 4月 11日（木）11︓00 

https://www.mouse-jp.co.jp/store/anniversary/mousecomputer/30th.aspx

